
学園西町会
第七都営団地自治会
一橋大北通り商店会
学園南商店会
民生・児童委員（第３地区）
地域包括支援センター小川ホーム四小通り出張所

   地域包括支援センター中央センター（基幹型）

小平市社会福祉協議会
小平市市民活動支援センター（あすぴあ）

高齢クラブ福寿会（二丁目、三丁目）
小平市立小平第四小学校ＰТＡ
小平市立小平第四中学校及びＰＴＡ

※１７団体２３名の参加でした。

　この地域連絡会だよりは、
　地域連絡会開催後に発行しています。

小平第十五小学校青少年対策地区委員
白梅学園大学
小平市国際交流協会

その他、市関係課の参加
　・市民協働
　・産業振興課
　・まちづくり課
　・政策課

十
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月
十
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に
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西
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域
セ
ン
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ー
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催
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た
第
７
回
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と
な
る
地
域

連
絡
会
で
は
、
市
民
社
会

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代
表
の
庄
嶋

孝
広
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ん
を
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師
に
お
迎
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し
「
地
域
に
関
わ
る
人
材
の

確
保
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
及

び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験

型
講
座
）
を
行
い
ま
し
た
。
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第７回目は人材確保にかかる講義とワー

クショップを開催。個人の経験にヒント

講演中の様子

身
近
な
事
例
の
発
見
に
よ
り
、

よ
り
具
体
的
な
活
動
の
推
進
に
！

今
回
は
講
義
形
式
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
は

さ
み
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

し
た
。
参
加
者
自
身
の
地
域

活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か
け

を
振
り
返
っ
た
り
、
現
在
も

地
域
に
関
わ
り
続
け
ら
れ
て

い
る
秘
訣
な
ど
を
お
互
い
に

紹
介
し
あ
う
こ
と
で
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
に
関
わ
る
人
材

の
確
保
に
生
か
せ
る
事
例
を

探
り
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
後
に
講
師
か

ら
、
参
加
者
の
方
々
が
非
常

に
前
向
き
に
議
論
に
参
加

し
、
お
互
い
の
意
見
を
よ
く

聴
き
あ
っ
て
い
た
の
が
印
象

的
で
、
と
て
も
話
し
や
す

か
っ
た
と
講
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
感
想
を

い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
関

係
づ
く
り
が
実
を
結
び
つ
つ

あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し

た
。

第７回学園西町地区地域連絡会

参加団体 市では、先の東日本大震災や現在の社会状況などを踏まえ、身近

な地域がなるべく自らの地域を担うしくみである地域自治の推進に

取り組んでいます。

そのためのきっかけづくりとして、地域の意向を踏まえ、地縁団

体である自治会や町会などを中心に、地域に関わる様々な団体が一

堂に会する地域連絡会を開催しています。

この地域連絡会では、地域に関わる様々な団体がその活動内容や

活動課題を共有することで横の繋がりを強めるとともに、全体とし

て地域の課題についての把握やその解決に向けた検討を行っていく

ことになります。

当面は、このような地域自治推進の可能性の高い地域をモデル地

区として、そこで順次、地域連絡会を開催し、地域の機運が整い次

第、それを母体に地域が自主的に地域運営を行う地域協議会が立ち

上がることを目指しています。

学園西町地区は、そのモデル地区第一号として、他の地域に先ん

じて、一昨年２月から地域連絡会を開催し、今回１１月に７回目の

開催を行ったところです。次回、８回目は３月２５日(水)の予定で

す。
【地域自治のイメージ】

地域連絡会について

地域連絡会

※行政主催の機運づくり

自治会、商店会、高齢クラブ、

民生･児童委員、福祉関係団体、

学校関係団体、ＮＰО、その他

地域協議会
※地域の自主運営組織

会長

副会長、会計、各部会長

左の地域連絡会の構成団体等

情報共有

地域課題対応



※この「地域連絡会だより」は、地域における情報共有を目的に、学園西町内の世帯にお配りしています。
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次回は３月２５日（水）に、今後の地域連絡会のあり方について

方向性を検討します。

次回、第８回目となる

学園西町地区地域連絡会は

３月２５日（水）を予定
１９時より学園西町地域センターにて

各団体には、事前にご連絡いたします

ので、ご参加をお願いします。

学園西町には、「学園西町会」をはじめ、６つの自治会があります。

地域を皆で支える自治会、町会へ加入を！

災害

見守り 共助

地域連絡会は、地域団体以外の方でも、どなたでも参加できます。

事前の申込みは必要ありませんので、ご近所の方とお誘い合わせのうえ、どうぞ、ご参加ください。

～地域の人材の確保を考えるヒント～
◎地域づくりの本当の課題は…

→高齢化、防災、子育てなどあるが、根底で共通しているのは地域人材の確保が難しくなっていること。

○人材はいない？

→人材がいないわけではない。ＮＰＯや社会教育に集うシニア層、ＰＴＡ、学生・生徒などが地域に

関わっている。

○なぜ人材の確保は難しい？

→基本的にはボランティアであり、生活に必要不可欠なものではない。

→やる気があれば誰でもよいわけではなく、地域の実情を理解した、信用される人を求めている。

◎私の地域デビュー経験

→人生には地域に関わりやすいタイミングとして「子ども期」「子育て期」「シニア期」がある。

○講師の場合

・生まれ育った地域ではない大田区で、子どもの小学校のＰＴＡ活動がきっかけで地域デビューした。

「子育て期」を生かした。

・つなぎ役（＝信用を付与する人）がいた。町会に入りやすい入口があった。

○参加者の場合

・ＰＴＡ役員、団地の子ども文庫、青少対などの「子育て期」を生かした。

・地域の商店会で自営、地域内の学校で教師など、仕事をきっかけに地域と関わりをもった。

・退職後に知人に頼まれて行事に参加した（「シニア期」）。

◎いまでも継続的に関われている

○講師の場合

・町会への加入は、前ＰＴＡ会長が地域へのつなぎ役となってくれた。大人のガキ大将的な存在。

○参加者の場合

・自分自身のボケ防止（人に会うので身だしなみに気をつける）、刺激しあう（家庭内のストレスを

発散）、特技、経験を生かす（自分からは表に出さない特技に気づき、褒める）、子育ての悩み

相談（先輩に聞いてもらえる、仲間意識が芽生える）

※つなぎ役がいることで…

→若い人材、活動的な人材が地縁に足場を持つ。ＰＴＡやマンション管理組合、ＮＰＯなど。

→テーマ型の活動であるＮＰＯや事業者の取り組みが、地縁の活動である自治会や町会と

つながることで、地域課題への対処が進む。

災害をはじめ、いざという時に頼りになるのは、地域の絆です。
お住まいの自治会や町会への加入についてのご相談やご案内は、

市役所地域文化課コミュニティ担当まで

電話：042-346-9532


